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つ
や也

猿橋地区農地の利用状況を調査する農業委員と協力員猿橋地区農地の利用状況を調査する農業委員と協力員

　

平
素
、
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る
、
８
月
５
日
改
選
後

初
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
会
長
に
就
任

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
と
と
も
に
、
改
め
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
農
家
人
口
の
減
少
、
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
農
業
後
継
者
不
足
等
を
起
因
と
し
た
耕
作
放
棄
地
や
遊

休
農
地
が
全
国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
特
に
当
市
の
場
合
は
中
山
間
地
で

あ
り
、
農
作
業
困
難
地
が
多
い
の
も
増
加
の
一
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
昨
年
末
、
政
府
は
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
農
業
を
成
長
産
業
と
し
て
と
ら
え
、
農
業
者
の
所
得
増
加
に
向
け

た
「
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
政
策
で
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
な
ど
４
つ
の
改
革
が
示
さ
れ
、
農
地
の
有
効

活
用
や
農
地
制
度
の
適
正
化
等
を
推
進
し
て
い
る
所
で
す
。
ま
た
、
規
制

改
革
会
議
が
取
り
ま
と
め
た
「
農
業
改
革
に
関
す
る
意
見
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
、
農
業
委
員
会
の
組
織
・
制
度
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
農
業
生
産

法
人
の
見
直
し
や
農
協
の
改
革
を
含
め
各
事
項
の
細
部
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
厳

し
く
大
き
く
変
わ
る
年
、
新
た
な
時
代
の
到
来
で
す
。

　

私
ど
も
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
の
役
割
と

責
任
と
を
強
く
認
識
し
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
や
、
そ
の
担
い
手
を
守

る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
振
興
に
向
け
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。



梁川・富浜・猿橋地区農地の利用状況調査を実施

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
第
30
条
で
定
め
ら
れ
て
お
り
毎
年
１
回
そ
の
区
域
内
に
あ

る
農
地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
耕
作
放
棄
地
を
掌
握
し
、
農
業
上
の
利
用
増
進

を
図
る
う
え
で
必
要
な
指
導
を
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
梁
川
・
富
浜
・
猿
橋
地
区
の
農
地
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
地
区
担
当
の
農
業
委
員
が
、
農
政
協
力
委
員
の
協
力
を

得
て
、
農
地
の
耕
作
状
況
の
レ
ベ
ル
判
定
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
か
ら
平
成
25
年
度
の
調
査
時
に
は
耕
作
中
で
あ
っ
た
農
地

が
３
，
８
３
９
筆
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は
３
，
４
０
５
筆
に
減
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
耕
作
放
棄
軽
度
で
あ
っ
た
農
地
が
耕
作
放
棄
中
度

お
よ
び
山
林
な
ど
に
移
行
し
て
い
る
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
の
減
少
や
、
経
営
規
模
縮
小
な
ど
が
主
な

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
月
市
の
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
更
な
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
を
強
く
懸
念
し
、
早
急
な
対
策
を
打
つ
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

耕
作
放
棄
地
の
対
策
強
化

　

遊
休
農
地
の
所
有
者
等
に
対
す
る
農
業
委
員
会
の
指
導
、
通
知
、
勧
告
等
の
一

連
の
措
置
（
従
前
の
制
度
）
は
、「
利
用
意
向
調
査
」
と
「
農
地
中
間
管
理
機
構

と
の
協
議
の
勧
告
」
等
に
再
編
さ
れ
（
農
地
法
の
一
部
改
正
）、
農
地
中
間
管
理

機
構
を
活
用
し
て
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
仕
組
み
が
構
築
さ
れ
ま
す
。

遊
休
農
地
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
が
あ
る
と
き
、
ま
た
は
、
所
有
者
の
死
亡
等
に
よ

　

り
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
不
在
と
な
っ
た
と
き
は
、
農
地
の
所
有
者
等

　

に
対
し
、
農
地
の
農
業
上
の
利
用
に
つ
い
て
、
意
向
調
査
を
行
い
、
農
地
中
間

　

管
理
機
構
へ
の
貸
付
を
促
す
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

（
農
地
法
第
32
条
、
第
33
条
）

②
改
正
前
の
遊
休
農
地
対
策
は
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
指
導
か
ら
始
ま
る
６
ス

　

テ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
利
用
意
向
調
査
か
ら
始

　

ま
る
３
ス
テ
ッ
プ
に
簡
素
化
さ
れ
ま
す
。（
農
地
法
第
32
条
か
ら
第
40
条
）

③
遊
休
農
地
等
の
所
有
者
、
ま
た
は
そ
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
場
合
の
公
示
制
度

　

が
改
善
さ
れ
ま
す
。（
農
地
法
第
32
条
、
第
33
条
、
第
43
条
）

 

利
用
意
向
調
査

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
農
地
の
所
有
者
に

対
し
て
、
農
業
委
員
会
は
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。（
農
地
法
第
32
条
）

①
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供

　

さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地

②
そ
の
農
業
上
の
利
用
の
程
度
が
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地
の
利
用
の
程
度
に

　

比
し
、
著
し
く
劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
農
地(

①
を
除
く)

　

山
梨
県
や
大
月
市
と
協
力
体
制
を
と
り
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
耕
作
放
棄
地

の
解
消
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
害
虫
、

鳥
獣
害
、
不
法
投
棄
、
防
犯
、
火
災
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

地
権
者
の
方
に
は
、
下
草
刈
り
な
ど
を
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
七
保
・
賑
岡
・
大
月
地
区
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平成 23～ 25 年度

平成 26年度

梁川・富浜・猿橋地区
農地利用状況調査の比較表（単位：筆）
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農地の権利異動や転用を行う場合は、

農地法第３条

　農地などについて、権利の設定、または所有権の移転をするため許可を受けようとする場合
には、農地法第３条の許可申請書を農業委員会へ提出する。

申　請　者
（農地所有者）

農業委員会▲
▲

毎月 10日までに申請

（祝休日の場合は前日）

許可書を交付

農地法第４条（県知事許可）

　自己所有の農地を農地以外の用途（駐車場・資材置場・植林など）に転用する場合

農地法第５条（県知事許可）

　農地などについて、その転用（駐車場・資材置場・植林など）のために所有権を移転し、
または地上権、永小作権、使用賃借による権利を設定し、もしくは移転する場合

（翌月の 15日前後）

▲

▲

▲

▲

▲

▲

毎月 10日までに申請
（祝休日の場合は前日）

毎月 25日総会（前後）
（祝休日の場合は前日）
総会終了後県へ進達 諮　　問

許可書が
届きしだい通知

翌月 20日頃郵送

申　

請　

者

農
業
委
員
会

富
士
・
東
部
農
務
事
務
所

農業会議
常任会議員
の会議

転用許可を受けずに、勝手に転用することは法律で禁止されています

転用確認証明

▲申　

請

現地確認

※現地写真を

撮ります

証
明
書
発
行

申請から発行まで
　１週間前後かかります

～登記地目の確認を～

　現在農地法の許可後、転用はしたものの登記地目が農地になったままの方がたくさんおられ

ます。課税上は宅地などになっていると思いますが、法務局に地目の確認を再度してみてくだ

さい。もしも、農地になっている場合には、農業委員会事務局に転用確認証明申請書の提出を

お願いします。

　また、許可書の紛失により、再度許可の取り直しにならないためにも早い時期に出しましょう。

　わからない点などがありましたら、農業委員会事務局までお問合せください。

農業委員会・県知事の許可が必要です

※４・５条関係の申請から許可書交付

▲ ▲

法 

務 

局

総会　毎月 25日前後

（祝休日の場合は前日）



氏　　名 担　　当　　地　　区

今
いま

泉
いずみ

治
はるみち

通 笹子町全域

◎ 宮
みやざき

咲 寛
じつ や

也 下初狩（藤沢除く）・側子

小
こばやし

林 良
りょうじ

次 藤沢・神戸・立川原・丸田

渡
わたなべ

邊 克
よしのり

典 下真木全域

和
わ だ

田 廣
ひろゆき

行　 上真木全域・恵能野・間明野・桑西

平
ひらい

井 美
よしたか

孝 花咲全域（富士見台含む）

小
こみや

宮 文
ふみ お

男 沢井・大月（１～２丁目）

小
こばやし

林 信
のぶやす

保 御太刀・駒橋・大月３丁目

天
あまの

野 千
ちあ き

明 浅利・強瀬・岩殿・西奥山

米
よねやま

山 義
よしかず

一 畑倉全域・日影・東奥山

古
ふるた

田 政
まさよし

義 下和田

○ 志
しむら

村 喜
よしみつ

光 葛野・大島

西
にしむら

村 恒
つね お

男 奈良子・林・田無瀬

蔦
つたき

木 正
まさひこ

彦 瀬戸全域・駒宮・浅川

萩
はぎわら

原  剛
つよし

殿上・猿橋・伊良原・四季の丘

金
かない

井 　信
まこと

小篠・津成・太田・小田・久保

小
こ み や ま

宮山 篤
あつし

小倉・田中・幡野・小沢・朝日小沢

久
くしま

嶋 良
よしもと

元 山谷・中野・坂尻・大久保・袴着・宮谷

小
おまた

俣 昭
あき お

男 堀の内・下鳥沢・上鳥沢・寺向・駅南・小向

梶
かじはら

原  勝
まさる

梁川町全域

　

昨
年
10
月
20
日
（
水
）
都
留
市
「
う

ぐ
い
す
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
富
士
・
東
部
地
区
農
業
委
員
会
等
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
20
日（
木
）「
か
い
て
ら
す
・

山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
平
成
26
年
度
山
梨
県
農
政
推
進
農
業

委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
各
市
町
村
か
ら
農
業
委
員
及

び
関
係
者
が
集
ま
り
、
大
月
市
で
も
11

名
の
農
業
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
弁
護
士
・
元

食
糧
庁
長
官
で
あ
る
髙た

か

ぎ木
賢

ま
さ
る

氏
に
よ

る
「
新
た
な
時
代
の
到
来
と
農
業
委
員

会
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
現
代
日
本
の
社
会
の
大

き
な
流
れ
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
農

業
委
員
会
制
度
の
改
革
案
、
ま
た
農
業

委
員
会
の
対
応
と
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
の
説
明
に
各
農
業
委
員
も
興
味

深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
網
猟
免

許
」
と
「
わ
な
猟
免
許
」
が
別
々
に
な

り
、
わ
な
猟
免
許
が
取
得
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
囲
い
わ
な
は
、
農
業

者
・
林
業
者
が
被
害
を
防
止
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
が
な
く
て
も
一
定
の
条

件
の
も
と
で
使
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合　

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所

　
　
　
　

森
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
７
８
１
２

 

平
成
26
年
度

 

山
梨
県
農
政
推
進
農
業
委
員
大
会

 

平
成
26
年
度

 

地
区
別
農
業
委
員
等
研
修
会

◇
◇
◇　

お
知
ら
せ　

◇
◇
◇

　

●
発
行　

大
月
市
農
業
委
員
会

●
編
集　

大
月
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　

編
集
委
員
会

　
　

大
月
町
花
咲
１
６
０
８
―
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
３
６

　

「
農
業
委
員
会
制
度
の
見
直
し
の
概

要
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
農
地
制

度
の
概
要
と
農
地
法
に
基
づ
く
農
業
委

員
会
・
農
業
委
員
の
業
務
に
つ
い
て
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
の
農
業
情
勢
の
厳
し
い
状
況
か

ら
、
参
加
し
た
各
農
業
委
員
も
気
持
ち

を
引
き
締
め
た
様
子
で
し
た
。

あなたの地域を担当する農業委員です

※相続などによって、農地の

　権利を取得したときは、農

　地のある市町村の農業委員

　会への届出が必要です。   

　詳しいことは、大月市農業

　委員会にご相談ください。

※農地に関わる悩みなどがあ

　りましたら、担当地区の農

　業委員までお気軽にご相談

　ください。

【凡例】

◎会長

○会長職務代理




